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●平成２６年　第１回　市議会　定例会の主な議決内容と議会改革について

市提出議案（２９件）

①予算＝１６件

・議第7号　平成２６年度一般会計予算

【附帯決議】

　「中央公民館・市民会館リニューアルに要する経費」については、耐震補強工事を実施

することは、妥当と認められるものの、その他の経費については、事業計画が決定した後

、議会と協議のうえで、予算執行を行うこと。

・議第8号　平成２６年度国民健康保険事業特別会計予算　等

②条例＝１０件

・議第16号　特別職の常勤職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

・議第19号　別府市手数料条例の一部改正について　等

③人事＝　１件

・議第29号　副市長の選任につき議会の同意を求めることについて

④その他＝２件

・議第26号　市有地の貸付けについて（別府扇山ゴルフ場）

【附帯決議】

　株式会社　別府扇山ゴルフ場においては、平成２９年３月３１日までに、経営改善を確

実に実行し、別府市の支援に依存しない自立経営を行うとともに、平成２９年度からは、

適正な貸付料を支払うこと。

・議第27号　市有地の貸付けについて（別府商業高等学校用地の一部）

議員提出議案（４件　うち２件可決）

①意見書＝２件

・２０２０年東京オリンピック、パラリンピック競技大会に向けた環境整備及び地域におけ

る取り組みへの支援を求める意見書

・微小粒子物資（ＰＭ２．５・ＰＭ０．５）に係る総合的な対策の推進を求める意見書
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平成２６年度当初予算の概要

１）予算規模

①一般会計　４５７億６，０００万円

（前年度比：＋１６億円　＋３．６％）

※臨時福祉給付金事業及び子育て世帯臨時特例給付金事業を除くと（前年度比+975,964千円　+2.2%）

②特別会計　４５９億４，８００万円

（前年度比：＋２８億６，５００万円　＋６．６％）

２）予算の特長

①積極型予算を編成

　地域経済の浮揚に向け、緊急の課題である重点６分野を中心に、前年度比3.6増の積極型

予算を編成。

◎一般会計の予算規模　４５７億６，０００万円（前年度比3.6％増）

②公共事業費（普通建設事業費）の確保

　消費税引き上げが地域経済に及ぼす影響に考慮し、公共事業費については平成２５年度３

月補正予算に前倒しするとともに、平成２６年度予算に前年度比５１．６％増の事業費を計

上

◎公共事業費（一般会計普通建設事業費）４３億９，７９６万円（前年度比：51.6％増）

③改正耐震改修促進法に対応するための支援

　耐震診断・改修等を促進するため、旅館、ホテル等に対して支援

◎耐震診断・改修等に対する補助金　３億３９万円（新規）

◎改修費用の融資に係る５年間の利子補給金　１４０万円（新規）

④観光振興策の積極的展開

　多様なエンターテイメントを活用した観光プロモーションの実施

◎誘客プロモーション事業　７，５０６万円

⑤ともに生きる条例に基づく施策

　条例の理念を実現するための施策の芽だし

◎共生社会形成事業　２４６万円（新規）

◎障がいへの理解を深める協働推進事業費補助金　１００万円（新規）

⑥防災・減災対策の充実強化

　安全安心のまちづくりのため、防災・減災対策費を大幅に増額

◎防災・減災事業費　１１億７７７万円（前年度比120.0％増）

⑦市政施行９０周年を記念する事業

　市政施行９０周年の節目を記念する事業を実施

◎式典・記念事業費　２，１９９万円
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３）重点６分野

①安全・安心のための取り組み １１億７７７万円

　災害による被害を軽減又は予防し、住民の暮らしを守るため、大規模災害等に備えた

防災・減災対策を強化します。

◇消防通信指令装置更新事業、小学校校舎等耐震補強事業等

②社会資本長寿命化の取り組み ５億４，３４７万円

　更新期を迎える公共施設の機能維持や利便性向上を図るため、改修等を計画的に更新

します。

◇不老泉建設事業、中央公民館リニューアル事業、橋りょう長寿命化事業等

③環境に配慮した取り組み ９２９万円

　環境負荷の少ない循環型社会を構築するため、新エネルギーの導入促進や省エネルギ

ー化を推進します。

◇新エネルギー普及促進事業

④地域経済を活性化する取り組み ４億４，４４８万円

　地域経済を活性化するため、国内外から観光客を誘致し、地域資源を生かした観光と

商工業の振興を図ります。

◇大規模建築物耐震診断等助成事業、誘客プロモーション事業等

⑤子育てと高齢者・障がい者への取り組み ２９億８，１７５万円

　誰もが、地域で安心して生活するため、子育てや教育環境の整備を図り、高齢者や障

がい者が住みよいまちづくりを推進します。

◇青山小学校新校舎等建設事業、介護施設等整備費助成事業等

⑥地域再生への取り組み ３億１，８０６万円

　地域を再生するため、地域の歴史や文化等の活性を活かした協働のまちづくりを推進

します。

◇亀陽泉会館周辺整備事業、亀川駅西口駅前広場整備事業、旧南小学校跡地活用事業等
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議会改革の取り組み

　平成２０年１２月に、議会活動の活性化を図る為に、「行財政・議会改革等推進特別

委員会」が設置されました。

①行財政改革＝「議会と行政のあるべき関係」

②議会改革　＝「議会・議員のあるべき形づくり」

（議会改革の３大テーマ）

１）議員定数や議会経費の削減

２）議会審議の充実

３）市民との対話促進

１）議員定数や議会費の削減

①議員定数の削減

昭和６２年　３６名から３３名の３名減

平成１５年　３３名から３１名の２名減

平成１９年　３１名から２９名の２名減

平成２３年　２９名から２５名の４名減

②議会費の削減

２）議会審議の充実

①予算特別委員会の設置（平成２５年　第１回　定例会より）

　議員全員による集中審議を行うことにより予算議案の審査の充実を図ります。

②常任委員会の再編（平成２５年　第１回　定例会より）

　４委員会から３委員会に再編成して、定数を増やすとともに、多様な意見の反映を

目指します。

　任期を２年（旧１年）として、委員の専門性を高めます。

万円

万円

金額

万円

万円

万円

合　計

3,085

1,236

139

60

4,520

議員定数削減による議員報酬等の削減

政務活動費の削減

一般行政視察の削減

費用弁償の廃止

区　　分

4 .

昭和６２年から延べ

１１名の議員定数削

議員任期１期【４年間】

１億８，０８０万円
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③市有財産利活用推進特別委員会（平成２６年　第１回　定例会にて設置）

　公共施設の再配置・学校統廃合による跡地利用及び遊休資産利活用に関する調査・

検討を行います。

３）市民との対話の促進

　「市民と議会との対話集会」による市民との意見交換を通じて「開かれた市議会

」を構築します。

　平成２５年度は、９月２６日から１１月１７日までの間に、６日間をかけて６会場

で実施し、２２３名の市民参加により、ご意見をいただきました。

その他

　詳しい議会審議の内容や議会の仕組み等は、「べっぷ市議会だより」や「別府市

議会公式ホームページ」をご覧ください。
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